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ブレグジット（イギリスのEU離脱）やトランプ米
大統領の移民にかかわる種々の大統領令をきっかけ
に、あらためて移民・難民問題が注目されている。一
方、日本においては、働く外国人の数が初めて100万
人を超える状況となったが、かねてより指摘されてき
ている「移動する子どもたち」をめぐる課題は、今な
お解決に至っているとは言い難い。グローバル化が進
展し、「移動する子どもたち」の多様化も加速するな
か、関連する課題はさらに累積し、複雑化していると
言えるのではないか。そのような状況の中、あらため
て「移動する子どもたち」をめぐる課題を検討し、解
決に導くためにも、固有の目標と学習領域をもった国
際理解教育の理念や実践が果たす役割は大きいと考え
られる。
適応をはじめとした「移動する子どもたち」が抱え

る課題については、引き続き当事者の声に耳を傾け、
人権の視点を重んじながら必要性に応える支援が求め
られている。マジョリティの意識の変容及びそのため
の教育実践・教材、定住外国人の国内移動、地域の取
り組み、海外での移民・難民政策、トランスカルチュ
ラル、国際教育政策、シティズンシップ教育、ヨーロ
ピアンスクールなど、多様な視点からの取り組みが可

能だろう。
同時に、支援という一方向的な見方から離れ、「移
動する子どもたち」の力を積極的に育てる、あるい
は、そのような力を意識的に評価するあり方も必要で
ある。彼らは、グローバルな視野、多様な価値観を尊
重する力を持ち合わせている可能性も高い。移動しな
がらも学べる環境の整備も求められよう。
なお、「移動する子どもたち」は、出身地、在留の
事情、居住地等多様な外国人の子どもたちを中核とし
つつも、国籍にとらわれず、広く文化的多様性を有す
る子どもたちを含み込む用語として提示する。「外国
人」でなくても、類似の課題を抱えている子どもたち
は存在するであろうし、「外国人」といっても、祖父
母の代から日本に居住し、日本に生まれ育ったものか
ら、一定期間滞在し帰国を想定しているものまでその
実態は多様だからである。
本特集「移動する子どもたちと国際理解教育」で
は、会員からの多様な観点からの課題提起によって、
彼らをめぐる様々な課題にあらためて光をあて、国際
理解教育の視点から課題解決に向け考究することを目
的とする。
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